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  第一回


  
    このメッセージは一九二六年に出版された「勝利者」誌の第一号に掲載されたものです。
  


  
    「彼と共に天上に座らせてくださったのである……」（エペ二・六、Ｃ．Ｈ．）
  


  「御座の生活」というこの句は、もちろん、王座についた生活を意味し、敵に対して有利な地位を暗示する。クリスチャンのために霊の敵に対するこのような勝利の地位が備えられている、という考えは聖書的観点から正当化されるのだろうか？


  一．御座の生活とは何か？


  神が人類に備えてくださった救いは、すべてキリストを中心としている。また、われわれが経験的に理解する救いは、すべてわれわれのキリスト理解を中心としている。


  さらに。神が備えてくださった救いの歴史的発展はみな、われわれのためのキリストの使命の連続的な諸々の出来事を中心としている。すなわち、彼の受肉、死、復活、昇天、再来である。そして、実現された救いにおけるわれわれの霊的発展はみな、これらの出来事――それらは豊かな救いをわれわれに保証してくれるものである――の意義に関するわれわれの理解を中心としている。


  恵みにおけるわれわれの成長は、これらの出来事の意義についてのわれわれの理解にかかっており、ある程度、これらの出来事すべてと関係している。他方、それはこれらの出来事の特に三つと関係している。すなわち、われわれの主の死、復活、昇天である。なぜなら、この三つの出来事の道筋に沿って、聖霊は、われわれの照らされた信仰に応えて、われわれの身代わりであり保証であるキリストとの交わりを実現してくださるからである。


  キリストの死についての信者の理解


  第一に、われわれの主の磔殺について。二人の信者が、キリストがわれわれの諸々の罪を負ってくださったことを理解して、赦しと平安を感じて喜ぶかもしれない。しかしそれに加えて、そのうちの一人は、さらに深いものを見る。すなわち、キリストはわれわれの罪深さをも負って、十字架上でわれわれの腐敗した性質の身代わりとなられたことである。それは彼の死によってわれわれの呪われた「古い人」が処刑され、今後は「全く死んだ」ものと見なされて、キリストの墓の中に葬られるためである。その結果、この信者が経験する「束縛から解放された」という喜びの感覚は、他方の信者が経験する喜びの感覚を遥かに上回るものとなる。なぜなら、二人とも罪の呪いから解放されたことを見て喜ぶ一方で、そのうちの一人だけが、それに加えて、罪の支配から解放されたことを見いだすからである。


  キリストの復活についての信者の理解


  さらに、キリストの死と復活は相補的な教理なので、キリストの死の力に関するこれらの信者の理解の違いは、必然的に、キリストの復活の力についても同じように理解の違いを生じさせる。そして、最終的な結果として、彼らが自覚する霊的経験に相応の違いが生じる。


  キリストの復活に関して、この一人目の信者は、その特別な意義について比較的曖昧な観念しか持たないだろう。すなわち、キリストの復活は、贖いが完全に保証されていることに対する神の署名・証印と等しい、という観念である（ロマ一・四、二五）。彼は確かに、そしておそらくは大いなる明確さで、自分は再生されていること、そして今や愛と信仰の中で、神の御霊の働きにより、自分の復活された主に結合されていることを理解するかもしれない。しかし依然として、命の義認に関して、また復活した御方との復活経験における交わりに関して、他方の信者が享受する豊かな保証には遠く及ばないだろう。なぜなら後者の信者は、キリストをより明確に自分の身代わりとして、また神が絶えず受け入れてくださる復活した代表者として評価するからである。キリストがかつて彼の咎のために引き渡されたように、今やキリストは彼を義とするために復活されたことを、彼は見る。彼はまた次のことをも見る。すなわち、キリストの磔殺と葬りにおいて、彼自身も、彼の「古い人」「この死の体」に関して、十字架につけられて葬られたのである。それゆえ今や、同じように、彼が信じた時に、神の御霊の働きを通して、彼も復活したのである。そして今から後、死者の中から復活して神に対して永遠に生きる者として、キリストの復活との神聖な一体化にあずかるのである……。


  しかし、キリストの死と復活に関するさらに進んだ理解と経験を得る三人目の信者がいるかもしれない。キリストの肉体の復活は彼自身の将来の栄化された体の保証・似姿であることを彼は認識する。さらに彼は、キリストの肉体の復活は今や信仰によって利用可能な特権であることをも認識する。現在、キリストの栄化された体と一体化されていることを考慮するとき（エペ五・三〇、一コリ六・十五、十九）、弱さ、病、退屈なクリスチャン奉仕のただ中で、肉体の力を神によって新しくしてもらえるのである。すでに内住しておられる聖霊という仲介者を通して、キリストの命が彼の「内なる人」の中だけでなく、「外なる人」、「死すべき体」の「死すべき肉」の中にも働き始めるのを彼は見いだす（二コリ四・十、十一）。すでに「罪のゆえに死んでいる」と述べられている肉体の中に働き始めるのである。死んでいるのは堕落のためである。肉体は依然として死の呪いの下にあり、まだ復活・栄化された体にはなっていない。この信者は、このように理解して、欠乏の時でも、自分の体の命が生かされるのを自覚して喜ぶ。これは将来の栄化された体の保証であり、すでに内住しているキリストを死者の中からよみがえらされた御方の御霊による。


  キリストの高揚についての信者の理解


  最後に、われわれの主が昇天して、いと高き至上者の右に高く上げられたことについても、この同じ法則が成り立つ。つまり、霊的経験は理解の度合いによるのである……。われわれの主の現在の地位を明確に理解することによりクリスチャンが経験する様々な権利や特権については、後の章でさらに詳しく説明することにする。


  キリストは今や自分のために御父の右におられることを理解する信者は、確かに大いに喜ぶ。しかし、自分自身もまたキリストにあってそこにいることを見るとき、その喜びはどれほど高まることか！今やキリストをわれわれの高く上げられた輝かしいとりなし手として、われわれの全く有能で常に勝利する弁護者として認識することは、確かに歓喜を引き起こす。しかし、次のことを見いだすとき、われわれの喜びはさらに増す。すなわち、われわれ自身もまた天上でキリストと共にそこで座についているのである。なぜならキリストにあって、彼の会衆――われわれ――はそこにいると神は認めておられるからである。このからだのかしらとすべての肢体は、神の御思いによると、またわれわれの正当な信仰により、主権者たちや権力者たちに対して共に勝利している。王座についたキリストについてのこのような展望は、必然的に、われわれの喜びを増す。さらにこれは、誘惑の時に逃れの道――この逃れの道はわれわれが誘惑者の前から逃げられるよう常に備えられている――を見いだすための実際的根拠であるだけでなく、とりわけ、積極的抵抗――これにより誘惑者はわれわれから逃げ出すのである――の道を見いだすための実際的根拠でもある。そしてわれわれは、われわれを愛してくださっている方により、圧倒的な勝利者となるのである。


  光で照らされた信仰により、信者がキリストと共同の地位や特権を要求することに成功する、そのような幸いな時は常に、御座の経験と称しうるものの実例となる。自分はキリストと共に天上にあることを、信者が鮮やかに又つねに理解するようになる時、信者はそれに応じてますます勝利を経験するようになり、「御座の生活」という句の意味するところを理解するのである。


  二．御座の生活への小径


  さて、文字どおりのイスラエルと、霊のイスラエルつまり教会との比較に向かうことにしよう。われわれはこれらを一つの有機的なまとまりとして見ることにする。あるいは、その個々の信者について見ることにする。その目的は、彼らの歴史の三つの段階における諸々の誘惑について理解することである。これらの誘惑は（御座の生活に向かって進みつつある信者の）体・魂・霊を攻撃する誘惑に対応している。


  （一）一番目の予型の段階……はエジプトにいるイスラエルの子らの住まいの中に見いだされる。それは享楽と苦難のどちらかと言うと肉的な類の経験だった。彼らは肉の欲に耽り、肉の諸々の危機を通った。彼らの食欲は肉鍋、メロン、きゅうり、ニラ、ニンニクを楽しんだ。他方、彼らの手は疲れ果て、彼らの背はパロの使役人の鞭の下で痛んでいた。彼らは、まだエジプトにいたとき、過越の血の下で、エジプトの滅びを免れることを約束された。しかし彼らは、さらにエジプトの交わりからも逃れる必要があることを、後に雲の柱に導かれて海の底を通るまで理解しなかった。それは本質的には初歩の段階にすぎず、言わば、外面的・肉体的段階だった。


  （二）二番目の予型の段階……はイスラエルの子らが荒野の中をさまよったことと関係している。彼らはもはやエジプトの中にはいなかったが、エジプトが明らかに依然として彼らの中にあった。エジプトから解放されたが、彼らは直ちにエジプトを慕った。パロの束縛から逃れたが、彼らは自分たちの内にあるパロの似姿への束縛の中に喜んで陥り、自ら課した自己の支配の下でうめき続けた。すべてがエジプト化された。彼らの表面上のエホバ礼拝すらもエジプト化された。彼らは昔の肉鍋、メロン、きゅうり、ニラ、ニンニクをあえぎ求め、マナを嫌がった。彼らをエジプトから連れ出した神の御名により――したがってエホバを礼拝するつもりで――彼らは金の子牛の前にひれふした。そして次に、エジプトの偶像崇拝者たちの流儀に倣って、いわゆる「主の祭り」を祝った。「民は座っては飲み食いし、立っては戯れた」と記されている。このように彼らは誓いと失敗、つぶやきと悔い改めを続けた。こうしたことを彼らは、義なる律法に逆らって、しかもエホバの臨在を認識していたにもかかわらず、行ったのである！言わば、彼らの信条や言葉は「正統的」だったが、行いは間違っていたのである。文字については良く知っていたが、その霊についてはほとんど知らなかったのである。揺れ動く肉と霊の下で、移ろいやすい意思と混ざりあった諸々の欲望が戦っていたのである。それは誘惑の魂的段階であり、「目の欲」すなわち魂的欲望が実を結ぶ段階だった……。


  この段階は自己に関する深い知識を持つために不可欠なように思われる。クリスチャンはみな、ある程度、この段階にあずかる。しかし、神がこの段階を許されるのは、移行段階としてにすぎず、この段階は短くなければならない。それゆえ、神の御旨は、イスラエルの子らが予型として、律法の下で短い指導を受けた後、また荒野で諸々の危険を少しだけ経験した後、約束の地の境界に到達することだった。しかし、彼らが不信仰のゆえに入れなかったように、今、故意に肉の重荷を負っている多くの弟子は、自分のためにここに残されている魂の安息の中に入るようまさに天によって定められた時だというのに、不信仰のせいでそれに達していないように思われる。そして万一、弟子が引き返して、イスラエルの子らのようにまたもや行きつ戻りつしようものなら、そのあてのない旅はずっと続き、ついにはその骸を荒野にさらすことになる。そして、死の間際になるまで、なんという祝福の可能性を自分が失ったのか、決して理解しないのである！しかし、神はほむべきかな！すべてのクリスチャンがこのように不誠実なのではない。カレブやヨシュアのように、忠信であり続けて、約束を偽りとする報告に困惑しない人々もいる。エシュコルのぶどうを自ら食した彼らは、その後、良き地で財産を得るまで、決して満足しない。


  （三）三番目の最後の予型的な誘惑の段階は、人の霊の戦いに対応しており、この戦いの結果は――それが失敗に終わった場合――「生活の傲り」である。この段階は約束の地におけるイスラエル人の住まいと関係している。最初、彼らは恭しく、従順だった。団結し、勝利した。しかし、堕落の過程がやがて始まった。そしてすぐに、不従順、偶像崇拝、分派主義、隷属が主な特徴となった。彼らはカナン人を絶滅させるよう命令されていたが、自らの怠慢のせいで、カナン人は彼らの手に負えず、「その地に住む」ことになった。さらに、これらの諸国民は彼らを道徳的に征服し、社会的・政治的同盟を締結した。そしてそれにより、彼らはエホバ礼拝を様々な形態のカナン人の偶像崇拝に公然と置き換えた。個人主義に向かうこの初期の傾向は、士師たちの時代に絶頂に達した。「各々、自分の目に良しと見えることを行った」と書いてあるとおりである。国家解体のこの過程は、サウル・ダビデ・ソロモンの統治のあいだ食い止められていたが、再びかつてなかったほどの著しさで、その後まもなく再発して、国を二つに引き裂いた。最終的に、道徳的・政治的堕落が悪化したため、彼らをユーフラテスの向こうに追放して捕囚にするしか、神には解決策がなかった。つまり、レビ記十八・二八でモーセが予め警告していたことが成就したのである。その地は、諸国民をイスラエル人の前から吐き出したように、同じ忌むべきもののゆえに、イスラエル人をも吐き出したのである。


  天上における諸々の危機


  個々の信者に関する、これに対応する本体の段階は、キリスト・イエスにあって天上で占めている自分の地位についてクリスチャンが自覚することである。天上でクリスチャンは諸々の最高の特権を享受し、諸々のきわめて恐ろしい危機に遭遇する。なぜなら、肉的戦いと支配から逃れて信仰の安息に到達し、自己から比較的自由になって、キリストのために行動して耐え忍ぶという唯一の願いに没頭するようになった人々が、ひとたびこの約束の地の中に入る時、彼らは一方において自分たちを守り支える神の力と、他方において従事すべき戦いの現実とを、新たに且つ鮮やかに感じるようになるからである。なぜなら今や彼らは、かつてなかったほど、自分たちがいかに主権者たちや権力者たちと顔と顔を合わせて戦っているのかを理解するからである。この戦いは「この暗闇の世の支配者たち、天上にいる邪悪な霊の軍勢に対する」（改定訳）戦いであり、霊のカナン人たちに対する戦いである。このカナン人たちは自分たちの最初の地所を失った。そして今、彼らの住まいと世的支配権を奪い取らなければならない。その時、信者は見いだす。天上の経験の全領域を、キリストとの交わりにより、所有するのは容易であり、それは最初から自分のものなのだが、それでも、それをどれだけ享受するかはどれだけ前進するかにかかっていることを。完全な所有という意味では、自分の足で歩んだ場所はどこでも、その人のものである。そして、ああ！往々にして、このカナン人たちは弟子を非難し、巧妙な腕前で、誘惑し、駆り立てて、その堅固な姿勢を崩そうとする。前進するための断固たる弟子の努力を一掃しようとする。弟子は、偉大な将の御名により、捕らわれ人を虜として引いて行き、主権者たちや権力者たちを虜にし、彼らを公にさらしものにしようとするが、カナン人たちはこれをひどく誹謗する。この勇敢な信者は今や、はじめて、サタンの力から逃れることと、その力に打ち勝つこととの違いが、完全にわかるようになる。信者は次のことを学ぶ。われわれは比較的容易にエジプトの交わりの領域――そこは公の目に見える世的攻撃の舞台であり、われわれはそこに属しておらず、そこにとどまる権利もない――から逃げることができるし、シナイの経験――そこでの攻撃はより内面的・神秘的で辛いものである――を通るわれわれの巡礼を比較的早く終わらせることもできるかもしれないが、サタンに対して勇猛果敢に戦って、その世的支配権の選りすぐりの部分を侵略することは、それとは全く別の問題なのである。そこではわれわれに全権がある。これは血によって買い取られた権利であり、天から委ねられた権利である。この権利は現に存在しており、永続する。しかしそこでは、突然守備に降りかかって直面することになる敵の戦術は、全く未知のものなのである！これほどサタンとその軍勢を怒らせるものがあるだろうか？勇敢な信者に対して、彼らは自分たちの大きな力を示し、自分たちの最も狡猾な企みを試そうとするのである。


  敵の戦略


  ああ！サタンにはよくわかっているのである。神に栄光を帰すという単一の目的のためにささげられているすべての力を、信者が完全に且つ調和をもって用いるのを許すなら、その時、自分と自分の意図は最悪の結末を迎え、追いやられ、排除されてしまうことを。それゆえサタンは今や、自分の総力を挙げて、そして自分の知恵をすべて傾けて、狡猾な諸々の方法で、信者の思いを逸らそうとする。そして、言わば、信者の興味と愛情を個別化・区画化しようとする。なぜなら、このような手段によって、格好な妥協や部分的容認の機会や、可能であれば同盟や提携の機会を自分のために確保することを、サタンは望んでいるからである。このように侵入することにより、サタンは、さらに不遜な侵略を行うための有利な立場を獲得する。サタンがこれに成功するとき、信者は天的交わりを奪われ、神の懲らしめに遭うことになる。


  しかし、サタンには次のこともわかっている。自分の陰謀を進めるうえで、この信者をもはや初心者を扱うようには扱えないのである。また、きらびやかに飾り立てられたこの世の安ピカ物を掲げることによってこの信者の心を勝ち取ることはできないし、罪を犯すことを望む自己と望まない自己との間に新たな戦いを生じさせようと公に煽り立てることによって信者の意志を獲得することもできないのである。そんなことをすれば、直ちに正体を見抜かれて撃退されることを、敵は承知している。信者は信仰の盾を取って、自分の顔面を突くだろう。この信者の目的は神の側にあり、その霊的感覚を行使して、並び立つ善と悪とを見分ける。それゆえ、サタンはいつにもまして、自分を隠そうともくろむ。ひずめの足跡をすべて消し去って、自分の歩みを覆おうとする。自分の存在の可能性を、その弟子がたまたま忘れていたり、あるいは疑っているなら、しめたものである。


  サタンは今や、良心を通して意志に、理性を通して良心に、部分的知識の提示と半面の真理の示唆を通して理性に至ろうとする。今や目覚めて警戒している良心を罠にかけて、善悪の問題に関して間違った結論を下すようにさせなければならない。それは、所与の事例について、何が正しいのか或いは間違っているのかという当初の問題に関して、誤った情報を与えることによってである。頭脳に誤謬を抱かせることにより、心に罪を抱かせなければならない。頭脳または心のどちらかを嵐に巻き込むようなことを、サタンはあえてしようとはしない。成功を収めるには、非常に巧妙である必要があることを、彼は承知している。信者たちの想像という領域の中を彼は徘徊し、頭脳を通して心に、心を通して頭脳に回り込もうとする。それゆえ、諸々の誘惑は今や、光の天使たちの輝きの中で現れる。それは知恵や純潔さのように見えるもので輝いている。聖書的な外観、振る舞い、言葉遣いを装っている。


  その結果、今や、この信者に対してサタンは、かなり立派な論拠を伴う偽りの徳・正義・優しさという道筋で、偽物の霊性を大々的に披露する。大量の洗練された精細な区別により、理性と良心を丸め込んで出し抜かなければならない。何が適切で合法的なのかに関して、困惑するような頻度で、決議論的な示唆を吹き込まなければならない。それゆえ、天上で信者を対処するためにサタンが選ぶ領域は、堕落した肉ではない。彼は、悩み、生来の弱さ、無能さ、欠点、遺伝的特異性、敵の策略によって異常に強められて誤導されないかぎり道徳的に問題にならない性癖を用いる。こうして、信者の性質――抜け目なさ、注意深さ、望み、善意、独立心――の中に、サタンは攻撃する隙を見いだす。これらの性格のどれかから発した行動と連携することにより、誘惑者はしばしば信者を促して傲慢な自負心や高ぶりに陥らせようとする。その結果は堕落である。


  あるいはまた、信者の性癖――注意深さ、労苦、落胆、自己卑下、誠実さ――の中に、敵は信者に重荷を負わせるための隙を見いだす。その重荷とは、自分自身の無価値さや無能力さに対する恐ろしい強烈な感覚である。この感覚のせいで、信仰の中枢は麻痺し、高ぶりのあらゆる面の中で最も巧妙なものの侵入を全く防げなくなる。それは怪しまれずに信仰心の回廊の中に迎え入れられている、ほとんど唯一の類のものである――それは恵みを誇る聖人ぶった謙遜さである！最終的に、信者が生来あまりにも信じやすくて迷信的な場合、騙されて狂信に陥る可能性がある。


  天上での祈り


  しかし敵には、魂をより確実に確保するための、とっておきの他の策略がある。その策略により、敵は彼らの熱烈な献身を挫き、祈りにおける彼らの願いを沈黙させる。なぜなら、天上での祈りを敵は特に恐れているからである。なぜなら天上では、嘆願者を包み込む祈りの大気は、交わりの楽しみや達成の喜びだけでなく、より多くの場合、とりなしの盈満であり、山上の大気でもあるからである。この大気は、反逆的なイスラエル人のために嘆願して功を奏した時に、モーセが呼吸した大気のようである。あるいは、夜回りの四時まで御父を待ち望んでいる間、われわれの主を支えた大気のようである――その後、主は山を下りて海の上を歩き、嵐に弄ばれていた弟子たちを救われたのである。だから、優勢な天上の祈りを他の方法で破ることができない場合、サタンはその祈りを借用・模倣することにより、その祈りの核心的な目的と信仰を取り去ろうとする。そして時として、サタンはこれに成功する。明確さと確信に欠ける執拗さを、彼は喜んで容認する。それゆえ、彼は嘆願者の思いを、自分自身の思いで置き換えることにより、混乱させて奪い取ろうとする。そして時として、巧妙にも、また見せ掛けの聖さにより、魂を促して空しいサタン的提案を祈らせることに成功する。最終的に、願望の翼はあてもなく空を打ち、極度の消耗から逃れるうちに垂れ下がってしまう。


  このような地獄的策略が及びうる領域の中に、クリスチャン奉仕の様々な方面における多くの失敗の理由――これ以外の理由では説明がつかない――が見いだされる。適切な事例の中から、次の事例を指摘することができる。たとえば、伝道の働きにおいて熟していない多くの実が摘み取られてしまうこと、慈善活動の目的が矮小化されてしまうこと、同じ熱心さを持つクリスチャン同士の間で考えが衝突すること、団結して祈るべき時に致命的敗北を喫することである。


  



  第二回 御座の生活の力


  
    このメッセージは一九二六年に出版された「勝利者」誌の第二号に掲載されたものです。
  


  御座の力の取得について直接考える前に、それと関連する諸々の特権について一言述べてもかまわないだろう。


  一．御座の力と関連する諸々の特権


  御座の生活に伴う諸々の特権の及ぶ範囲の中に、信者のために備えられているあらゆる霊的祝福も含まれる。エペソ一・三は、われわれは「キリストにあって、天上にあるあらゆる霊的祝福をもって祝福されて」いる、とわれわれに告げる。この力強い声明は、われわれは高く上げられたキリストと一つである、という神聖な観念に明らかに基づく。


  われわれの現在の祝福は霊的なものである、と述べられている。それは聖霊によって啓示され、伝達されるからである。また、それに順応して理解するのは内なる霊の人、「心の中の隠れた人」であり、それは生来の才能や肉的満足からかけ離れているからである。われわれはあらゆる霊的祝福を授かっているが、この事実の中に、われわれは霊的恵みを享受して霊の諸々の賜物を行使できる、ということも含まれる。なぜならそれらは、われわれの高く上げられた主の御手から、聖霊を通して伝達されるからである。


  それゆえ、われわれが先に進んで御座の力の特権と、それについて理解する重要性とに注意を集中するとき、御座の諸々の恵みの必要性を軽んじるつもりはない。恵みは光輪のように御座を囲まなければならない。パトモスの先見者が御座を見つめることを許された時、彼は剥き出しの御座の力を見たのではなかった。御座は、言わば、あわれみの象徴である虹の中に包まれていたのである。


  二．御座の力の所在


  われわれの尊い霊的祝福の一つである御座の力には、二つの所在がある。それは天上にあるが、そこにあるのはただキリストにあってである。「天上」もしくは文字どおりには「天」という句が聖書の中に見つかるのは、ただエペソ人への手紙だけである。しかも五回だけである。すなわち、一・三、二〇、二・六、三・十、六・十二欄外である。「天上」という言葉の性格や広大さについて正確な見解を得たければ、これらの節を比較することによって得られる複合的定義に注意しなければならない。


  最初の二つの御言葉から、キリストの現在の座である御父の座は天上の領域の中に含まれていることがわかる。


  一番目と三番目の節を一緒にすると、この同じ地位がわれわれに割り当てられていることがわかる。われわれはすでに王座についている居住者である。また、そこはわれわれが霊的祝福を受ける場所である。これはわれわれの御父の御旨であり、キリストとのわれわれの交わりを通して実現される。それゆえ、まことにわれわれの「国籍は天に」ある（ピリ三・二〇、改定訳）。


  四番目と五番目の節から、様々な階級や地位にある御使いの霊の群衆――良い御使いと悪い使いの両方――が天上に住んでいること、あるいはそこに出入りしていることがわかる。彼らはわれわれの霊的経験の観察者である。悪い使いたちは、信仰の戦いに従事するようわれわれを強いることによって、われわれの前進を妨げることを許されている。この見解は最初、全くわれわれを落胆させるもののように思われるし、天上でわれわれに割り当てられている霊的祝福と矛盾するように思われる。なぜなら、われわれの中の誰が、これらの上位にある悪の存在と戦って成功を収めることを期待できるだろう？


  しかし、二番目の節とその文脈とを組み合わせることにより、天上にあるキリストの権威の座は無限に至高であることがわかる。この座は、これらの戦争中の主権者たちや権力者たちの知恵と力をすべて合わせたものよりも「遥かに高い」。そして必要とあらば、キリストは全くわれわれのために、彼らに対してその権威を行使してくださる。この考察から、次のことがわかる。すなわち、われわれが持っている御座の特権は、ただ天上にあるだけではないのである。そこには邪悪な使いたちもいて、できるものなら、われわれがこれらの特権を享受するのを妨げようと悪意を抱いている。しかし、次のこともわかる。すなわち、われわれの特権は、さらに先のいっそう高い場所にあるのである。つまり、イエス・キリストの中にあるのである。したがって、悪の及ばない所にあって安全なのである。われわれに割り当てられている住まいは、天上の最も高い領域の中にあり、悪霊どもに許されている活動範囲の彼方にある。この住まいに向かって、それゆえ信仰は大胆かつ喜んで飛翔するべきである。


  三．御座の力の性質と大きさ


  御座の生活におけるわれわれの力の性格と大きさは、栄光を受けた神・人としてのキリストの現在の力と一致する。なぜなら、われわれの御座の力は、われわれが天上で彼と共に座についている時に、われわれのために行使されることが保証されているキリストの力にほかならないからである。それゆえ、要するに、これはキリストの現在の力の性質と大きさを調べることである。聖書から明らかなように、それは全能の力だが、それを現すことをキリストは自制しておられる。キリストは御父の座についておられるが、その力を完全に現わすことを差し控えておられる。現在のいかなる顕現も、彼がご自身の御座に座して、千年期に御業をなさる時に現わされるものの前味わいにすぎない……。彼が死者の間からよみがえられた時、「天においても地においても、いっさいの権威がわたしに与えられている」と彼は言うことができた。彼はこのような力を持っておられ、今や万物に対するかしらとして教会に与えられている。教会は彼のからだと見なされており、成長の過程の中にある。そして、彼は神意にしたがってわれわれのために御力を行使してくださる。その一方で彼は、より完全に即位するための約束の時、彼の敵どもが目に見える形で彼の足台とされる時を待っておられる（ヘブ一・十三、十・十二、十三）。


  さらに彼は、われわれを彼の現在の栄光に与らせておられるのと同じように、彼が冠を受けるかの日のさらに豊かな栄光を彼の民の中の忠信な者と分かち合うことを約束しておられる。「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座につかせよう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父と共に父の座についたのと同じである」（黙三・二一）。「彼にわたしは諸国民に対する権威を与える。彼は鉄の杖で彼らを治める。陶器師の器のように彼らは粉々に砕かれる。それはわたしがわたしの父から受けた権威と同じである」（黙二・二六、二七）。「聖徒たちがこの世を裁くようになることを、あなたたちは知らないのですか？（中略）私たちが御使いたちを裁くようになることを、あなたたちは知らないのですか？」（一コリ六・二、三）。千年期の開始時とその期間の間、このキリスト――この御方は油注がれた祭司・王、来るべき「完全な人」であり、われわれは今、イエスをかしらとするそのからだの肢体として、その完全な身の丈へと成長しつつある――この「キリスト」（一コリ十二・二）はイエスをかしらとし、教会をそのそのからだとしている――は、目に見える形で結び合わされ、万物の支配者として現わされる。今はまだ、この完全な人の合一は霊的なものにすぎない。実際的な生き生きとしたものではあるが、奥義的なものにすぎない。今は、われわれの命はキリストと共に神の中に隠されている。しかし、われわれの命であるキリストが現れる時、それはもはや世人の目から見えないように神の中に隠されているものではなくなり、われわれもまた「栄光のうちに」彼と共に現れるのである（コロ三・三、四）。われわれはまた次のことも知っている。われわれがこのように御子の似姿を帯びて「神の子ら」として公に現わされる時、自然界もまた喜ぶのである。そして、われわれのせいで負わされている呪いの下における現在のうめきと産みの苦しみから解放されるのである（ロマ八・一～二二）。


  こうして、彼が将来占める御座と、彼が今占めておられる御座の両方を、主はわれわれと分かち合ってくださる。彼の将来の御座の上に、われわれは個人的に彼と共につくであろう。彼の現在の御座の上に――神の御旨と御思いによると――われわれは代理的に彼と共についている。全般的にわれわれは彼から生まれている。そして霊的に、われわれは内住する御霊を通して、彼との意識的な交わりの中にある。


  相互的に且つ本質的に、今は目に見えないが、キリストは教会の豊満であり（エペ三・十九）、教会はキリストの豊満である（エペ一・二三）。今はまだ、彼のからだのためのこのかしらの力、彼のからだを通してあらわされるこのかしらの力は、やがて現わされる完全で自由な力の前味わいにすぎない。それにもかかわらず、教会は信仰によって、現在、この約束をほぼ無限に行使することができる。「あなたたちがわたしの中に住んでおり、わたしの言葉があなたたちの中に住んでいるなら、何でも望むものを求めなさい。そうすれば、それはあなたたちにかなえられます」。「あなたたちが信じて祈り求めるものは何でも、あなたたちは受けます」。「もしあなたたちうちの二人が地上で合意して求めるなら、天におられるわたしの父は彼らのために何でもかなえてくださいます」。


  このようにきわめて偉大な尊い約束――その気前良さにわれわれの信仰は常に圧倒されてしまう――の可能性と確実性の根拠は、エペソ一・十九～二三が与えている保証である。この御言葉によると、キリストが死者――人の最も低いどん底の地位――の間からよみがえらされた時に彼の内に働いた神の力、そして、次にキリストを全能者の高みにまで引き上げた神の力は、教会のかしらである彼に対して働いたのであり、それゆえ、それと全く同じ大きさの神の力が、今、彼を通して、われわれに対して働いているのである。


  さらに、その可能性と確実性のこの計り知れない根拠は、次の事実によっても示されている。すなわち、キリストが肉体において誘惑を受けられた日々のあいだ、勝利する力としてキリストの内に住まわれた聖霊、また、キリストの現在の高揚の実際的原因である聖霊は、それ以降、御座の高みから下って教会の内に住み、われわれが彼の御名の中で勝利できるようにしてくださっているのである。このように聖霊は、現在われわれがキリストと一体化されていることの決定的印であり、今や御座についたキリストの霊としてわれわれの内に住み、われわれを力づけてくださっているのである。


  四．御座の力を行使する時


  御座の力の行使が必要な時は、天上に出入りしている主権者たち、権力者たち、暗闇の世の支配者たち、邪悪な霊の軍勢が継続的にたいへんな襲撃をしかける時である……。彼らのこの試みの狙いは、われわれに与えられている、彼らに優る力と栄光の地位を忘れるよう、われわれを誘惑することに集中している。彼らはわれわれを平穏な御座の高みから、それよりも低い天上の領域に引きずり降ろそうとしている。その領域に彼らは出入りしており、そこではわれわれに対して有利に戦えるからである。それゆえ、エペソ六章で使徒パウロは、「主の中で、またその力の中で強くなりなさい」とわれわれに命じている。また、神のすべての武具を身に着けなさい、と命じている。腰には真理の帯を締め、義の胸当てを身にまとい、救いの兜をかぶり、足には平和の福音の備えを履き、信仰の盾を持ち、御霊の剣を振るえ、と命じている。しかし、この勧めの前にある「主の中で、またその力の中で強くなりなさい」という忠告に留意しないかぎり、これらの武具はみな、この熾烈な戦いの中では、われわれにとって何の役にも立たない。つまり、われわれの御座の力をわれわれが直接行使しないかぎり、何の役にも立たないのである。さもないと、たとえわれわれが自分の武具を、それらに関するわれわれの教理的・経験的知識により、必要に応じて立派に装備したとしても、攻守いずれかの時にいつか、悲しむべきことにわれわれは最悪の結果を迎えるだろう。


  この戦いにおける失敗の二つの原因を、しばしばクリスチャンの経験は告げる。敵を無視することと、敵を侮ることである。悲しむべきことに、ペテロはこの両方の原因を経験した。それで彼は、「慎んで、目を覚ましていなさい。あなたたちの敵である悪魔が、食い尽くすものを求めて歩き回っているからです。悪魔に抵抗し、信仰の中に堅く立ちなさい」と記して、われわれに警告している。パウロも同じように、敵に対して用心し続ける必要性を感じた。というのは、彼はコリント人たちに、「それは私たちがサタンにつけ込まれないためです。私たちは彼の策略を知らないわけではないからです」と書き送っているからである。


  無知は安全と同義語ではない。また、守るときに敵の力を無視することは、襲撃の時を侮ることである。「自分たちは霊的に進んでいるので、誘惑に陥らないために目を覚まして祈る必要はない」と考えている人もまた、愚かで向こう見ずだと判断せざるをえない。実に、きわめて狡猾な巧妙さに支えられたきわめて熾烈な悪魔的攻撃を、サタンは最も霊的な心の持ち主のために用意しているのである。そして、最も見識があって霊的な信者たちの一人が、「自分は誘惑の領域の向こうに達しました。少なくとも、屈服する恐れのある領域の向こうに達しました」とあえて述べる時、それは最も危険なサタンの攻撃の一つが功を奏したことを示すものとして、われわれに衝撃を与える。いったいこのような欺きは、光の天使を装ったサタンが放つリン光の輝きによって、彼らの目が盲目にされたことの証拠以外の何だというのか？敵はただ、彼らが親しんできた衣や言葉を捨てたにすぎない。それだけのことである！彼はそれまでと同じ、敵意に満ちた、嘘つきの敵である。そして今や、彼に対してさらに守りを固めなければならない。彼の手腕が最大に発揮されるのは、人々が自分のことを侮ったり忘れたりするように仕向けることに成功する時である。理論や実践におけるきわめて致命的な逸脱や誤謬の幾つかにより、過去、教会は大きな損害を受けてきたし、その影響をキリスト教は依然として被っている。これらの逸脱や誤謬の発端は、ある人々の推論や思惑であった。彼らは誠実であり、霊的だったのだが、もっともらしい手段で敵に誤導されたのである。そして、今日の宗教経験の潮流に流されている最も悲しむべき難破者の中には、申し分のない動機を持ちながら、誤りを教える狂信的な教師たちがいる。


  しかしもしかすると、われわれに危機が臨むのは、敵について無知であるためや、敵を侮っているためではなく、キリストと共にわれわれが占めている、敵に優る天的地位に満足して一種の受動性に陥っているせいかもしれない。しかしわれわれは、キリストと共に天上で占めている自分の地位だけでなく、サタンとの戦いの時に、自分の信仰を実際に活用してキリストに協力する必要があることも理解しなければならない。敵の襲撃は、キリストがわれわれを救ってくださる好機であり、われわれが信仰を活用して協力することにより、彼はわれわれを救ってくださる。われわれのとりなしは、キリストのとりなしに力を与えるので、キリストのとりなしを通して勝利する。かしらはからだの肢体たちとの提携を求めておられる。かしらが効率的に働くには、肢体たちが協力して効率的に働くことが必要である。


  そして、これらのことが聖書の中に型としてすべて描写されていることがわかる。アロンとフルがアマレク人との戦いのあいだモーセと共に丘に登っていた時のことである。これは、キリストと共に天上にある信者の絵図であり、信者は戦闘中の主権者たちや権力者たちよりも優位にある。この三人が共に丘の頂にいるだけでは勝利をもたらすのに十分ではなく、一つに結合された頭と体として、全能の力の象徴である杖を掲げる必要があったことに注意せよ。杖が掲げられた時だけ、イスラエルは優勢になれた。そして、アロンとフルの手がモーセの手を支えた時だけ、杖は掲げられ続けた。杖は力を象徴し、掲げられた杖は力の行使を象徴していた。アロンとフルがモーセの疲れた手を支えた時、彼らの手は実質的にモーセの手になった。これにより、モーセは杖を掲げるという目的を果たせたのである。アロンとフルはその時、言わば、モーセの体の肢体、モーセの肉と骨の肢体になったのである。


  そして同じようにキリストの力もわれわれの窮地の際、われわれが信仰を行使する時に行使されるのである。われわれは天上のキリストの御前における自分たちの地位だけでなく、そこでキリストのからだの肢体として共に働く自分たちの職務をも自覚しつつ、信仰を行使する。いかなる有限の力も、王座についたわれわれのキリストの手の中にある高く上げられた杖に抵抗することはできない。そして、われわれの信仰の手が御手をしっかりと握る時、この杖はわれわれのために掲げられ続ける。その時、その素晴らしい結果として、われわれは「来るべき時代の力」を前味わいする。また、かしらとからだが公然と結合される時――その時、このような出来事は今は驚くべき並外れたものだが、自然で当たり前のものになるだろう――の保証を得る。


  アロンとフルと共に丘の上にいるモーセの光景の経綸上の意義が、どれほど顕著なものであるのかに注意せよ。この光景は、キリストとそのからだである教会の現在の関係と、来るべき時代にキリストが保持される関係との違いを示している。モーセはしばらくの間一人で杖を掲げていたが、その後、疲れて杖を下した。このモーセの行動は、言わば、神・人なる御方が職務上孤立していることの絵図である。栄光を受けたかしらとして、からだから離れているのである。その結果、諸々の制約があり、言わば、行政上数々の不都合があるのである。彼はこれらの制約や不都合を現在を被っておられ、ご自分の民の協調的な配慮と信仰を切に必要としておられる。次に、最終的にアロンとフルが団結してモーセの必要に応じ、モーセの手を支えて持ち上げた。これは信者の一致した信仰の力を示すものであり、来るべき時代の諸々の特権を前味わいすることに成功したためである。それは、栄光を受けたかしらとからだとの間に示されることになる将来の合一の霊的保証を確保したことによるのであり、また、主権者たちや権力者たちに対してかしらとからだが共に持つことになる主権と裁きの霊的保証を確保したことによる。したがって、信仰の領域と力に関するこの壮大な絵図に照らして見る時――信仰は「主を助けて強い者を攻め」（士五・二三）ること、「主に結合される者は一つ霊である」（一コリ六・十七）ことを証明する――どうしてわれわれはこれ以上、このようにきわめて偉大な尊い諸々の約束が信仰の力にかかっていることに驚いていられるだろう？不信仰のゆえに、これらの約束にひるみ続けていられるだろう？


  



  第三回 御座の生活に入る方法と幾つかの妨げ


  
    このメッセージは一九二六年に出版された「勝利者」誌の第四号に掲載されたものです。
  


  この章を進める目的は、いわゆる御座の生活の実際的意味を示すことである。そしてこの企ては、尋ね求めている信者たち――彼らは自分たちを取り巻く悪魔的包囲網を対処できずにいることを痛切に感じている――のために平易に書くことである。


  一．自分の状態に向き合いつつ、尋ね求めている信者


  例として、二、三の想定される経験を選べば十分だろう。どの事例も、各人はささげきっていて、生活と奉仕において神に栄光を帰すことを熱心に願っているものとする。


  事例一．疑いによるサタンの攻撃


  この信者は良心的であり、時として病的なほどである。しかし、自分がそうであるかどうか、彼はたびたび自問する。しかし、ある種の経験により、彼は困惑し悩んでいる。それは、きわめて聖なる瞬間に、彼の信仰を打ちのめす悪魔的疑いの洪水である。黙想や祈り、あるいは聖書朗読に従事している時にそうなのである。そのような時、神、聖書、魂、将来の重大な諸問題に関する、きわめて狡猾で、不吉な、悪意に満ちた疑問が彼に湧き起こるように思われる。これらの疑問と戦っている間、あらゆる種類の真理に堅く立つ立場から押し流されそうになるのを彼は感じる。しかしそれらの疑問に対して、彼の良心、決意、力が常に立ち向かう。これらの困難はしばし去ったのち、常に戻って来るのだが、彼は相変わらず弱いままである。


  これらの疑問は自分自身から発しているように見えるが、実は全くサタンから発していることを、彼はますます理解するよう導かれる。そして痛ましい確信が生じて、解放される望みをすべて萎えさせてしまう。自分の何らかの生理的特異性のゆえに、自分はこうした点についてサタンの無力な餌食になるしかない、と確信してしまうのである。


  事例二．冒涜的暗示によるサタンの攻撃


  この信者の経験によく似た経験を、バンヤンは記している。それは、彼が死の影の谷を通る巡礼をしている時のことである。そこでは、暗闇の中、悪霊どもが諸々の考えを彼の耳に囁いて、彼はそれを自分の考えと勘違いしてしまう。そしてその結果、恐怖と自責の念に満たされてしまう。長いあいだ自分で自分を苦しめた後はじめて、もしかすると、この信者は、この問題はどれも全く悪魔的であって、自分は悪くないという事実に到達するかもしれない。しかし、この事実を知って彼はある程度ほっとするが、依然として諸々の攻撃に苦しめられて、それらの攻撃を防ぐには無力であると感じる。


  事例三．神秘的な印象、声、幻、愉悦等によるサタンの攻撃


  この信者は長い間これらの印象や幻をすべて神からのものと見なしてきたし、これらの声も同様に見なしてきた。なぜなら、それらのものは、多くの点で、他の数々の導き――それらが神聖なものであることについて彼には何の疑いもない――を真似ていたからである。それゆえ、彼は疑問を抱かずにそれらに従う習慣に陥る。そしてついには、自分を制する力をほとんど失い、実質的にそれらの奴隷になってしまう。それらはたびたび彼を矛盾する結論に導き、馬鹿げた行いや過ちに導くため、後になって彼は困惑と後悔の中に取り残される。また、それらのせいで、神は愛すべきでない、暴君的で非道なものに思われるようになる。そして、神の善良さと臨在を疑う寸前のところにまで信者は導かれる。そのため最終的に信者は目覚めて、自分の理性・良心・意志を堅く捉えたこれらの印象、声、幻はサタンからのものにちがいないことを理解する。しかしそれでも、これらのものを聞いて注意を払う習慣が第二の天性のようになっているため、彼はそれらの力から逃れられない。


  事例四．福音的・牧会的・キリスト教的奉仕を邪魔することによるサタンの攻撃


  この信者は、祈り深く念入りに尋ね求めた後、自分は主に置かれた所にいること、そして、主が自分に行わせたいことをあらゆる点で行っていることを確信するが、それに見合う成果は阻まれていてつぼみのままである。そして彼は光で照らされて、これに対する他の数々の原因の背後にある原因はサタンの干渉であることを悟る。彼はサタンの狡猾さを、数々の小さな原因という蜘蛛の巣の中に察知する。例えば、偽善的な同労者の介入、経験のない働き人のしつこい相談、あるいは、中傷者による隠然たる或いは公然たる反対、陰口、噂話などである。これらすべてのものの中に、この信者は仕組まれた信仰の罠を見る。それにもかかわらず、彼の信仰は大いに制限され、彼の霊は悩まされている。


  事例五．天然・恵み・賜物を捻じ曲げることによるサタンの攻撃


  この信者は、奉仕のためのきわめて真摯な願いという点で困惑している。神の御旨や方法に厳密に従うことから逸れてばかりだからである。これは、他の意見に対する病的なまでの、実直で礼儀正しい敬意のためであり、あるいは、それらの欠点に対する優しい配慮のためである。あるいは、慎み深さ、遠慮、自分自身の欠点に対する自覚のためかもしれない。しかし、彼に弁解する気はないものの、彼は次のことに気づくようになる。すなわち、自分がこのようにしばしば陥る失敗、自分が神の奉仕において全く有用な者となる上で致命的な失敗は、サタンによって計画され、推進されているのである。彼には、サタンの容赦ない手が自分を取り囲んでいて、自分の感覚を弄んでいるように思われる。


  事例六．試練によるサタンの攻撃


  この信者は、家庭的、社会的、宗教的環境に関して、苦しみの炉の中に投げ込まれ、多くの祈りを通して、その苦しみはすべて神によって定められたものであり、神の御旨はそれを継続させることであることを学んだ。彼はこれに黙従する。しかし彼の苦悩は大きく、彼の霊の命は柔和さと忍耐に欠けているせいで妨げられてしまう。そして、彼は外側の試練には服せるものの、内側の試練には服せないことを見いだす。特に、この点において、サタンが優位に立っていること、そして、自分が他の人々に霊的な模範を示すのを妨げていることを、彼は理解する。そして彼は、不安へと促す敵の猛烈な内的促しを取り除けるなら、いかなる外的圧迫も自分を狼狽させることはないことを理解するよう導かれる。彼は晴れやかな気持ち、理解力を超えた平安を切望する。それにより、自分に定められているあらゆる試練に打ち勝つことが可能になるからである。


  二．聖書を調べつつ、尋ね求めている信者


  前に挙げた事例では、信者は、自分が何らかの偶像にしがみついていないかどうか、勤勉に自分を吟味したものと仮定した。また、彼は神によって光で照らされて、自分の苦悩は主にサタンの悪意のためであり、自分の進歩を邪魔して、自分を通して表される神の栄光を傷つけようとする願望によって引き起こされていることを理解したものと仮定した。


  この信者は、したがって、今や神に促されて、悪魔の狡猾な力を征服するために神が定められた方法を見つけたいと願いつつ、聖書を調べる。


  １）教理的事実の探求


  以下のような教理的事実を彼は見いだす。


  エペ二・六。われわれの地位：キリスト・イエスにあって共によみがえり、共に天上で座についている。


  エペ一・三。この地位におけるわれわれの特権：「キリストにあって、天上にあるあらゆる霊の祝福をもって祝福されている」。これはもちろん、「義、平和、聖霊にある喜び」（ロマ十四・十七）を含む。


  エペ六・十二。われわれの地位の近くにいるわれわれの敵：天上にいる主権者たちと権力者たち。彼らはわれわれの特権意識を奪い、われわれに自分の特権を享受させまいとする。


  エペ一・二〇～二二。キリストの地位：――すでに見たように、これはわれわれのものでもある――この地位はわれわれの敵の地位を遥かに超えている。キリストは死者の中からよみがえり、天上で御父の右に座して、すべての主権、権力、力、唱えられるあらゆる名を超えて遥かに高くされた。そして、万物は彼の足の下にある。


  エペ一・二二、二三。この輝かしい至高性におけるキリストとのわれわれの連携。「神は万物をキリストの足の下に置き、彼を万物の上にかしらとして教会に与えられた。この教会はキリストのからだである」。


  エペ一・十九、二〇。その結果、このようにキリストを高く上げたキリストに対する神の力の大きさは、われわれに対して行使されているものと同じである。「神の力強い大能の働きにしたがって、信じる私たちに対して働く彼の力が、どれほど卓越して偉大であるのかを知りますように。神はその力をキリストの内に働かせて、彼を死者の中からよみがえらせ、天上でご自身の右に座らされました」。


  ２）この事実を実現させる鍵の探求


  信者は今や、キリストにある自分の地位、権利、特権に関する教理を得て、自分はそれらを知的にしか理解していないと感じる一方で、それらを経験的にも知りたいと願う。つまり、享受して、勝利したいと願う。このように促されて、彼はさらに御言葉を探求し、この状況に至る鍵であるエペ一・十六～十八を見いだして喜ぶ。「どうか私たちの主イエス・キリストの神、栄光の父が、彼を知る知識を得させ、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えてくださいますように。また、あなたたちの心の目が照らされて（中略）信じる私たちに対する彼の力の卓越した偉大さを知りますように」。


  ３）見つけた鍵の活用


  信者は今や、この新しく発見した鍵の適用に取りかかる。すなわち、自分のための祈りの中で、これらの御言葉に訴え始める。神を知る知識を得て、知恵と啓示の霊を受けられますように、と訴え始める。神の御言葉の中に述べられている聖霊の願いを祈ることによって、自分は神の御旨にしたがって祈っているのであり、「聖霊の中で祈っている」（ユダ二〇）のである、と彼は考える。それで、きわめて恵み深い返答、並外れて豊かな返答さえも得られると確信する。


  ４）この鍵は経験への扉を開く


  この霊感を受けた祈りを用いて、日毎に神を待ち望んだ結果、望んでいた霊的理解力が与えられる、そして、信者は昔ながらの真理を新しい光の中で見ることができるようにされる。また、なじみ深い御言葉のそれまで理解していなかった尊い意味を自分の必要に対して適用し、信仰を活用して用いることができるようにされる。新鮮な光を放つものとして御霊が示される御言葉は多くあるが、信者は特に出十七・十三、ヨシ五・十三～十五、八・十八、十九、マコ十一・二二～二四、マタ十八・十九～二〇等を与えられる。


  こうして聖書を通して、聖霊は、ご自身が内側に息吹いた祈りに応えて、信者の悟性を開き、そこにあるキリストに関する事柄を理解させる。そして今、聞くことによって生じた信仰が、それまで無敵だったサタンの要塞を、霊の諸々の武具で果敢に攻撃する。この霊の武具は、神によって力あるものであり、サタンの要塞を破壊する力がある。


  三．サタンを対処しつつ、尋ね求めている信者


  ヘブル四・十六で命じられている聖なる大胆さにより、そして、それまでは自惚れや罪としか思われなかったが、今では神によって与えられ、霊感されていると感じる、確信と決意とをもって、信者は次の四つの果敢な行動を決意する。


  １）戦いの順序


  最初の一歩として、信者は今から後、神の御言葉は真に不変な真実であると見なそうと決意する。それは、自分に示されたところにしたがってであり、キリストと共に王座についていることによる自分の現在の地位と特権に関してである。その地位と特権は、信者のすべての敵を遥かに超えたものである。彼は神の見解を自分自身の見解とすることを決意する。疑わずに、この瞬間から、絶えず、環境や見た目に関係なく、そうすることを決意する。自分はキリストの中にあり、自分を不幸にするサタンの力を全く超越している、と彼は考える。そして、この決意にしたがって、彼はひざまずき、信仰のこの確固たる立場に関して神と契約を結ぶ。


  第二に信者は、神から与えられた自分の地位、特権、権利を受け入れた後、その時々の困難に関してそれらを経験したいという自分の要求の基礎を、この事実の上に置くようになる。言わば、彼はこの事実を、多数の障害物をひっくり返す信仰のてこを置くべき支点として用い始めるのである。


  第三に、信者は自分の意志を、無条件の断固たる信仰の行動に集中する。言わば、自分の全体重を信仰のてこの上にかける。それは、信仰の祈り又は信仰の命令を発することによってであり、神に導かれつつ、確信をもって神を信じつつである。また、キリストにある自分の地位にしたがって、自分は神の御旨に従っていることを、心の中で疑わずにである。


  最後に信者は、証拠やしるしを全く待たずに、「祈り求める時、すでに受けたと信じなさい」というマルコ十一・二四の神の命令に徹底的に従う。そのため、「山はすでに移った」と彼は見なす。そこで直ちに自分の信仰を働かせて、祈る代わりに賛美する。自分を愛してくださった御方を通して自分はすでに圧倒的勝利者になっていると、彼は神をほめ始める。


  ２）この戦いの結果


  これは、信者の穏やかで晴れやかな心の状態からわかる。この心の状態は、外側の諸々の困難が直ちに消え去った場合でも、あるいは、その訓練の形がしばらくのあいだ続いた場合でも、同じである。どちらにせよ、信者は勝利者であって、勝利を自覚している。勝利の現れを待つ必要があることがわかった場合でも、その間、ヘブル一・十三、十・十二、十三の模範にしたがって、御父の右で、イエスと共に待つことの幸いを信者は理解する。そしてそれ以降、自分の敵どもが万人の目の前で公然と自分の足台となる時まで、喜びつつ期待するのである……。


  そして、この勝利全体の秘訣は次の点にある。すなわち、王座についておられるキリストにあって持っている自分の地位・権利・特権を理解するよう、御言葉を通して信者を照らされた聖霊、そして次に、それらの地位・権利・特権を実際に要求する信仰を信者に授けられた聖霊は、今や、信者の内なる人を力をもって強めて、それらの地位・権利・特権を実現し、サタンに対して勝利させるのである。実際にアマレク人が打ち破られるのである。


  四．尋ね求めている信者と諸々の妨げ


  さて、御座の生活の実現を妨げるおそれがある諸々の妨げについて指摘することにする。その幾つかの妨げの性質はささいなものかもしれないが、その影響はささいなものではない。


  第一の妨げ：不完全な願い


  勝利者になろうとするとき、あなたの動機はあなたが思っているほど純粋ではないかもしれない。あなたは求めるが、受けない。受けないのは、自分の欲のためにそれを費やそうとしているからである。使徒ヤコブが書き送った人々と同じである。神の栄光のためではなく、何らかの霊的利益のためにそれを費やすことを、あなたは願っているのである。つまり、求めるあなたの動機が、求める必要性に関するあなたの確信ほど純粋ではないかもしれないのである。それで、あなたを困惑させることをサタンは許されているのである。「神は侮られるような方ではない」からである。


  あるいはまた、あなたの願いは純粋かもしれないが、低調で無益なものかもしれない。あなたは「高度な」クリスチャン経験に安んじることに満足していて、最高のものを求めていないのである。それに到達するには、自己の意志が巧妙に保留しているものさえも明け渡すという代価が必要だからである。それらの保留物は、あなたの天然的性格の中に埋め込まれているものである。例えば、好奇心、批判的気難しさ、独立心、方針、あるいは他の個人的に保留しているものである。これらは献身の初期の段階ではほとんどわからないが、今や、備えられている救いの完全な享受を邪魔するのである。


  第二の妨げ：感傷的で、頭でっかちな教理知識


  理論的に、あなたは自分がキリストにあって天上にあることを信じている。あなたはこの教理を聖書的であると受け入れ、それを主張して宣言する。しかし、それから実際的益を全く得ない。それは勝利や喜びの実感をあなたに与えない。この教理はサタンに対する力に関する相応の経験に自分をもたらす、とあなたは夢にも思わない。明らかに、あなたの信仰のこの間違った考えはありふれたものであり、霊的真理の知的理解をその霊的理解と勘違いしたものである。このような誤った信仰には本物のような輝きと外観があるが、化粧張りやワニスのようなものであり、表面的であって本質的ではない。


  例えば、あなたは自分の天的地位を信じているが、それは多くの回心していない人々がキリストを自分の救い主として信じているのと同じことであり、あるいは、肉的な先入観を抱いている多くのクリスチャンがキリストを自分の聖別として信じているのと同じことである。つまり、それに付随する解放を経験・目撃していないのである。しかしその間、自分自身の経験から、あなたは次のことを知る。最初に義認のために、そして次に聖別のためにキリストをとらえて、喜びと自由の一連の明確な段階に入っていたとしても、自分は天上でキリストと共に王座についていることを受け入れることについては、それによる追加の益を全く自覚しないおそれがあるのである。それゆえ、あなたは今、知恵と啓示の霊が自分に与えられるように祈る必要がある。また、自分が知的に同意しているすべての真理に関して、光で照らされ、力づけられて、新たに喜べるように祈る必要がある。


  第三の妨げ：先祖から受け継いだ現在の「諸々の伝統」


  もしかすると、これらのものが、霊的勝利の有効範囲に関するあなたの信仰に鉄の支配を課していて、従来の伝統的な境界を超えることを禁じているのかもしれない。ああ！旧経綸だけでなく新経綸においても、「先祖から受け継いだ諸々の伝統」の邪悪な影響は、とても巧妙なものかもしれない。教会の中には防腐処理を施された数々の理論がある。それらの理論はその古めかしさのゆえに崇敬されているが、それらを疑わずに崇敬している人々は、それらと一緒に自分も防腐処理を施される経験をしているのである。


  第四の妨げ：自信の残滓


  これらのものが存在するのは、自己に対して死に切っていないからである。あらゆる深さの恵みを経験する必要がある。自分の歩みと道に関する自意識が、キリストを意識することによって失われるようになるには、かかとに達する深さの恵みを経験する必要がある。奉仕のための力に関する自己満足が、「キリストの力は自分たちにおいて全うされる」という徹底的な弱さの感覚によって消え去るようになるには、腰にまで及ぶ深さの恵みを経験する必要がある。そして最後に、首にまで及んで頭を超える洪水が必要である。それは、知識、知恵、理屈、知的理解に関する自惚れが、われわれに対する知恵とされたキリストに関する啓示によってすべて消え去るまでである。


  第五の妨げ：キリスト経験の実現ではなく、経験の実現を求めること


  これは昔ながらの陳腐な過ちであって、キリストではなくキリスト以外のものを求めることである。キリストのための自分の奉仕に敵対している主権者たちや権力者たちが、どれほど強く、またどれほど頻繁に自分を攻撃しているのかを理解している信者は、キリストのために又キリストを通して毎瞬勝利する勝利者としてキリストに信頼する代わりに、勝利するための力を求めて奮闘しがちである。


  第六の妨げ：聖書の不適切な理解


  信仰によって天上に入ったことを理解している人々のあまりにも多くの者が、天上で成長・前進し続けることに失敗している。それは彼らが「約束の地の昔ながらの穀物」の代わりにマナを求めて日毎に聖書に向かい続けるからである。真理のマナ――それは日毎に少量だけ降って来て、露と共に消え去る――は荒野での巡礼には十分かもしれないが、霊的カナン人との戦いに召されている人々を力づけるには不十分である。


  天上にある信者は、「約束の地の昔ながらの穀物」である聖書の中のキリストで養われて力づけられる時はじめて、成長して、聖書を敵に対する確かな攻撃的武器として用いられるようになる。これにより、彼は敵の詭計を暴いて、「こう記されている！」と述べるだけで敵を逃亡させることができる。


  第七の妨げ：ギルガルで待機するのを無視すること


  ギルガルは、イスラエルの子らが良き地に入った後、彼らにとって最初の、彼らが必要としていた安息の地だった。そこで彼らは待機して、それまで無視されてきた割礼の問題に注意を払った。無割礼のまま良き地に入ることもできたが、その状態で敵に立ち向かうことはできなかった。


  さて、恐るべきことに、天上には無割礼の信者がたくさんいる。彼らはキリストのための自分の奉仕を進める時、敵に勝利しようとするが空しい。彼らはエジプトの誹り――それらは様々な天然的特徴や習慣の形で彼らにしみついている――を完全に除き去ることに失敗したのである。


  聖書は良き地にいる信者たちに、少なくとも三つの方面で霊的割礼の儀式を命じている。心、口、耳の割礼である。


  心の割礼は高ぶりからの清めと関係している。それは、われわれの願望や愛着、動機や考え、決意や決断に関するものであり、神に対して又われわれの仲間たちに関してである（レビ二六・四一、申三〇・六）。


  口の割礼。これもまた重要である。なぜなら、「心に満ちていることを口は語る」からである。また、「あなたの言葉によってあなたは義とされ、またあなたの言葉によってあなたは罪に定められる」。


  イザヤ（六・五）は自分の力不足を嘆いている。汚れた口のせいで、万軍の主なる王にまみえて奉仕することができなかったからである。そして、確かに、制御されていない舌は無割礼の舌である。信仰を告白するクリスチャンたちの間に、制御されていないさまよう舌がなんとたくさん見いだされることか。


  耳の割礼。エレミヤは叫ぶ、「彼らの耳は無割礼であり、彼らは聞くことができない。彼らは主の言葉をあざけり、それを喜ばない」（エレ六・十）。無割礼の耳は、神の御言葉と御霊の御声に対して、故意に耳を閉ざすものである。


  そして今、親愛なる読者よ、主権者たちや権力者たちに勝利するのを遅らせてはならない。あなたがイエスと共に個人的に冠を受け、彼の栄光をもって輝き、彼の出現の時に彼のようになるまで遅らせてはならない。完全に打ち負かされてはならないし、御名のために耐え忍んでいる時に喜ぶことに失敗してもならない。大いなる「アーメン」であるありのままの諸々の約束を証明する証拠を求めて斥候を遣わしてはならない。むしろ、すべてのことがあなたのために働いて、遥かに卓越した永遠の重い栄光となること、そして、あなたは彼にあって圧倒的な勝利者になれることを覚えよ！


  



  第四回 カナンにおける勇猛果敢な戦い


  
    このメッセージは一九二七年に出版された「勝利者」誌の第一号に掲載されたものです。
  


  前の章では、霊的経験の三つの典型的段階があることを見た――エジプトでの経験、シナイでの経験、天上での経験――これはカナンでの経験に似ている――である。さて、この戦いはエジプトではまだ過越の血の保護下にあり、しかしこの世の敵意として露わにされるが、信仰は霊のモーセであるキリストの内に十全性を見る。この御方は、力の象徴である神の杖を手に持ち、下って来て解放してくださる。彼は絶えざる神の導きの象徴である雲と火の柱を背にしておられる。しかし、この戦いはさらに荒野へと進み、いっそう深い執拗な肉の敵意が痛切に感じられるようになる。そして、その支配から完全に逃れたいといううめくような願いが生じる。このとき、キリストについてのモーセ的観点――半律法的観点――では不十分である。いま絶対的に必要なのは、モーセの後継者である霊的ヨシュアとしてのキリストを見ることである。肉の墓からよみがえった御方を見ることである。この御方には、律法によって責められるべき点は何もない。王的自由の中を、また命の新しさの中を歩んでおられるからである。


  しかし、最終的に、カナンに入って、この戦いがますます熾烈さを増し、暗闇の君と直面するとき、信仰はキリストを、ヨシュアの本体である復活のキリスト――この御方は聖霊の力の中で証しの御霊をご自分の弟子たちに息吹かれる――以上のものとして理解する必要がある。なぜなら今や、信仰が勝利するには、王座についた救いの将であり信仰の創始者また完成者（ヘブ十二・二、改定訳）であるキリストの、覆いの無い栄光を信仰は見つめなければならないからである。


  しかし、指導者に関するこの最後の予型的変更は、聖書の中のどこに見いだされるのか？復活のキリストの型であるヨシュアが、地上生活におけるキリストの型であるモーセの跡を継ぐのは明らかである。しかし、さらなる継承は予型的にどう辿れるのか？ヨシュアが最高権力の地位から降りたとき、誰が跡を継いだのか？それはヨシュア記五章の最後の部分からわかる。しかし、イスラエルの予型的歴史について、さらに一言、二言述べることにしよう。それは、クリスチャンの霊的解放の段階をよりよく評価するためである。


  過越、紅海、ヨルダン川はみな、十字架の力の型であり、信者はこの力をますます理解するようになる。この第一のものは、世の滅びから解放する十字架を示す。これを見た信者は小羊の肉を食物とする。すなわち、その血によって自分を保護してくれるキリストから力を得る。この第二のものは、世の支配から解放する十字架を示す。信者はこれを理解し、今や、自分のためになされたことだけでなく、自分の内になされたことをも認識する。これにより信者は、自分がキリストにある新創造としてよみがえったことを見る。最後に、この第三のものは、肉の支配から解放する十字架を示す。今や信者は、自分自身の内に新創造があることだけでなく、さらに、自分の内にあるこの新創造は旧創造から分離されていることをも理解する。


  ヨルダン川徒渉と紅海渡渉との間の教理的並行性に注意せよ。しかし、経験上の進展にも注意せよ。両者とも信者の霊的死と復活を象徴しているが、後者はこれを強化している。後者では、葬られたものとよみがえったものとの間の実際的区別を維持しなければならない、という思想を示しているからである。紅海では、霊的死と復活のこの象徴は、イスラエルが大海の中に下りてそこから上ったことの中に見られる。パロとその軍勢の力はこの大海によって滅ぼされたが、彼らはこの世の支配の典型的化身である。しかしヨルダン川では、この死と復活の象徴――イスラエル人はヨルダン川を安全に渡った――の他に、彼らの新しい命が彼らの古い命から実際的に分離されたことを示す型が追加されている。というのは、ヨルダン川渡渉のとき、イスラエル人自身の型である、十二の石の記念碑が川底に埋められたからである。これはまるで、「荒野での肉の圧政は裁かれて終わったのである。これは、パロとその軍勢が紅海の中に葬られた時、パロの世的支配が裁かれて終わったのと同じである」と、今後見なすべきことを示すかのようである。次に、別の十二の記念の石が川底から取られて、カナン側の岸辺に置かれた。それは彼ら自身を示す型であり、彼らは命の新しさへとよみがえっただけでなく、彼ら自身の死んで葬られた自己から永遠かつ実際的に分離されたのである。


  しかしさらに、霊的理解のさらなる進展がここで象徴的に示されている。というのはヨルダン川で信者は、自分の霊的死と復活そして自分の以前の自己からの日毎の実際的分離が効力を発揮する道を、はっきりと理解するようになるからである。すなわち、この道はキリストの実際の死と復活によるのである。なぜなら今や信者は、経験的理解のための基礎として、次のことを教理的に理解するからである。すなわち、自分が霊的に経験することはみな、キリストが文字どおり経験されたこととなんと神々しく重なるのかを、信仰によって理解するのである。それゆえ信者は、以前は持っていなかった確信を自覚して喜びつつ、「私はキリストと共に十字架につけられました。それでも私が生きているのは、もはや私ではなく、キリストが私の中に生きておられるのです」（ガラ二・二〇、改定訳）と言うことを学ぶ。


  ヨルダン川渡渉の中にこの教理的・経験的象徴が示されていることを認識するには、血が染みついた恵みの御座を伴う契約の箱――これはみな、神・人キリストの身代わりの犠牲の鮮明な絵図である――を担う祭司たちがどのように群れの前を進んで行って、その後、すべての民が渡り終わるまで、流れの真ん中にじっと立っていたのかに注意せよ。ここに絵図として、予定・成就された贖いの御業である、われわれの主の死と復活の経験が、信者が霊的に同様の経験をするための唯一の根拠として示されている。次に、どのように十二の石の最初の組――それらは川の中に残されて、「肉による」イスラエル人を象徴していた――が、祭司たちが立ったのと全く同じ場所に置かれたのかに注意せよ。また、どのように「御霊による」イスラエル人を示す別の組が、そのまさに同じ場所から取られて、カナン側の岸辺に据えられたのかに注意せよ。これは次のことを教える。すなわち、信者の霊的死と復活はキリストの文字どおりの死と復活と神々しく重なるだけでなく、信者の古い自己からの実際的分離もそのように重なるのである。そして私たちは知る。この神聖な一体化という事実を考慮して、聖霊はそれを、「肉の支配から実際的に解放された」という幸いな意識の中に信者をもたらすための、効果的な根拠とされるのである。それにより、信者は古い人をその行いと共に脱ぎ捨てて新しい人を着れるようになる。そしてこうして、「自分は確かに罪に対して死んでおり、死者から生かされて神に対して生きている」と見なせるようになり、命の新しさの中で御霊にしたがって歩く願いだけでなくその能力をも持つようになるのである。


  今、ヨシュア記五章における指導者の変更の場面の根底に横たわる象徴的意義をまとめる用意をした方がいいだろう。こう記されている――


  
   ヨシュアがエリコの近くにいた時、目を上げて見ると、見よ、一人の人が抜き身の剣を手に持ち、彼に向かって立っていた。そこでヨシュアはその人のところに行って言った、「あなたは私たちの味方ですか、それとも私たちの敵の味方ですか？」。彼は言った、「いや、わたしは主の軍勢の将としていま来たのです」。ヨシュアは地にひれ伏し拝して言った、「わが主は何を僕に告げようとされるのですか？」。すると主の軍勢の将はヨシュアに言った、「あなたの足から靴を脱ぎなさい。あなたが立っている所は聖なる所だからです」。ヨシュアはそのようにした。
  


  すでに見たように、ヨシュアは、モーセの後継者として見たとき、復活したキリストの霊の型としての役割を果たしている。そしてこのようにヨシュアを見ると、彼という人物が次のような指導者であることが十分にわかる。すなわち、彼は信者を導いてヨルダン川――肉の支配権の死を表す――を渡らせて、天上にある復活の住まいに入らせることに成功する指導者なのである。


  しかしヨシュアに関するこのような見方は、天上にいる主権者たちの要塞を打ち倒す問題になると十分ではない。このためには、ヨシュアの別の面が必要である。私たちは彼を、墓からよみがえったキリストの霊の型として見るだけでなく、主権者たちや権力者たち、力や主権を遥かに超えて、いと高き大能者の右に座しておられる、キリストの霊、神・人として見る必要がある。ゆえに、ヨシュアが主の軍勢の将に服従したことを示している先の御言葉の意義はこれにある。


  しかし、ここで読者は問うかもしれない。「以前モーセからヨシュアへと明確に継承がなされたように、もしヨシュアから主の軍勢の将へと継承がなされたのだとすると、なぜ、それ以降、ヨシュアは視界から消え去らなかったのでしょうか？なぜ、この『将』が目に見える形で現存し続けなかったのでしょうか？」。


  その答えは明らかである。この二つの事例の違いはみな、カナンにおけるヨシュアが聖霊の型である事実と合致する。聖霊は教会の中にあの「別の慰め主」として絶えず内住している方であり、復活・昇天したキリストを代表する方である。これはキリストが個人的に不在である、この経綸全体にわたってそうである。地上で個人的にキリストの跡を継いだ聖霊が、今やわれわれの内側で治めており、われわれを通してサタンに対して戦っておられる。しかしこれはみな、個人的に目に見えない形でわれわれの上におられるキリストに対する服従と忠誠による。今や聖霊は、目に見えないイエスの御名の中ですべてを行うことを喜ばれる。イエスの御名はすべての名の上に高く上げられたのである……。


  



  第五回 天上における諸々の危機のさらなる面


  
    このメッセージは一九二七年に出版された「勝利者」誌の第二号に掲載されたものです。
  


  敵の策略は多様であり、人のいかなる知恵による分析をも超えているが、ヨシュア記の中に与えられている、天上における信者の経験の予型的概要に再び向かうなら、信者を捕えるためにサタンが用いる主な方法の少なくとも三つが見いだされる――成功の罠、迷いの罠、満足の罠である。この記録に向かって、ここに挙げたこれらの方法を追うことにしよう。


  一．成功の罠


  これに関する絵図はアイにおけるイスラエル人の敗北の中に見いだされる（ヨシ七、八章）。この罠がどのように用意されたのかを見いだすには、エリコ征服という前の出来事に戻る必要がある。その計略の秘訣は、イスラエル人と同盟を組むことによって彼らを打ち負かそうとするサタンの狡猾さにある。すなわち、神の計画を採用することによって神の御旨を挫折させようとする彼の試みにある。


  カナン人は、あらゆる点で、サタン自身の心にかなう民だった。サタンは彼らを徹底的に堕落させたので、彼らは自分たちの偶像を通して、奴隷のように彼とその悪鬼どもを礼拝した。それゆえ彼は疑いなく、神の選びの民の侵入によって彼らが住まいを追われるのを、極度に嫌がっていた。しかしそれを十分承知しつつ、神の御旨により、今やその地がその住人たちを吐き出す時がやって来た。サタンのいかなる力もそれを阻止できなかった。彼は自分の働きの基盤を移すという必死の決意に至った。言わば、自分自身で出向いて行って、侵略軍を助けることにしたのである。それによって彼らを何らかの違反の中に巻き込んで、そうして神の恵みから彼らを分離し、できることなら連勝の圧倒的勢いを弱めるためである。それゆえサタンは、この無節操な意図を抱きつつ、遥か後にユダの中に入ったようにアカンの中に入った。そしてサタンは、イスラエルの軍隊に属するアカンという姿で、その他の者たちと同じように恭しく厳粛にエリコの城壁の周囲を行進したのである。


  しかし、その都が奪い取られて殺戮が始まるやいなや――これを阻止する力はサタンにはなかった――サタンが狡猾にアカンを誘惑するのがわかる。「呪われた物」を取り、バビロンの衣と二百シケルの銀と金のくさびを隠すよう、サタンはアカンを誘惑した。それにより、全国民を団体的汚れと、その結果生じる裁きの中に巻き込むためであった。その裁きがアイで彼らの上に降りかかったのである。


  エリコ崩壊のときに自分たちのために示された素晴らしい神の力に有頂天になって、彼らは「神の力は引き続き無条件で示される」と思い込んだ。新たな出来事に適した特別な神の知恵を求めることを無視し、また信仰の中に自信を混入させて、彼らは不注意に突進して敗北した。しかし彼らの敗北が著しかったように、神の回復も著しかった。というのは、彼らが主に尋ね求めて、神の命令により、自己吟味を始め、自分たちの無知の罪を見いだすやいなや、それに対する神の裁きに服してそれを取り除いたところ、直ちに彼らは再び勝利したからである。


  さらに、彼らは自分たちの痛ましい経験から一つの教訓を引き出したように思われる。その教訓は、彼らのその後のすべての行軍で、彼らの益となった。そして私たち自身も、霊のカナン人と戦争中の霊のイスラエル人として、気をつけた方がいいだろう。その教訓とはこれである。すなわち、悪を征服することにおける神の御旨は常に同じだが、信仰の戦いにおける神の戦術は変わるのである。アイ陥落の直後、国民はエバルとゲリジムに集まったが、それは素晴らしいものだった。彼らが集まったのは、祝福と懲らしめの可能性について、再び知るようになるためだった。祝福と懲らしめは、従順の道の両側の垣根である。この集まりから、彼らがいかに徹底的に次のことを確信するようになったのかがわかる。すなわち、力はただ神にのみ属すること、そして、その力が自分たちのために示されるのは条件付きであって彼らの忠実さに基づくことである。


  そのさらなる適用は明らかである。多くの場合、信者がキリストにある自分の天的特権に意識的にあずかるようになった直後に、サタンは信者を捕らえることに成功する。それは何らかの著しい勝利の経験を通してであり、信者が思い込みと不注意さという罪の中に陥るような方法による。悲しく信者は学ぶ。過去の経験に頼ってそれを力と安全の源と見なすなら、将来決して成功を収めないのである。また、たとえそのような信頼が全く意図せざるものであり、無意識のうちになされているものだとしても、禍いを招かざるをえないのである。なぜなら、昨今の勝利の素晴らしさにより記憶と想像力を魅了される一方で、敵の死に物狂いの力が過小評価されてしまうからである。それで信者は、神の御名の中で新たな戦いに出かけて行くのだが、うっかり自分の指導力にある程度信頼してしまう。そして圧倒的敗北と、それに続く恥と驚きの中、信者は「お前の神はどこにいる？」という敵の嘲りを聞く羽目になるのである。しかし、教訓に注意を払い、自己吟味を始めるとき、信者は新たな感謝と共に次のことを学ぶ。すなわち、裁きが確かに神に属するように、あわれみもまたそうなのである。そして喜びに満ちた穏やかさの中で信者は、「あなたには赦しがあります。それはあなたが畏れられるためです！」と叫ぶ。しかしどの段階でも、われわれは裁かれた敵に警戒しなければならない。敵は予め計略を巡らして、自分では打ち負かせない善と提携し、こうして秘密裏にそれを悪用しようとするのである。


  二．迷いの罠


  これは、ギベオンの住人が欺きによってイスラエルと結んだ同盟の中に、典型的に示されている。他のカナン人のように、ギベオン人は侵略者たちの進攻に恐れおののいた。しかし、他とは違って、彼らには武器に頼って虐殺から逃れる望みはなかった。それゆえ、彼らは生き延びる手段として政略と偽りに頼ることを決意した。そしてそれによって、イスラエル人と同盟を確立すること、また他のカナン人の怒りからの保護を得ることにも成功したのである。ギベオンからの変装した大使たちが、ある日、ヨシュアとその戦士たちの前に現れた。彼らはぼろぼろに破れた衣をまとい、すりきれた靴を履いていた。そして、破れてつぎはぎがしてある古い革製のぶどう酒の袋と、乾燥してかびが生えているパンの塊を携えていた。これはみな、彼らがカナンの境界の遥か彼方から長旅をしてきたかのように見せるためだった。彼らは、噂でイスラエル人の遠征について聞いた民、したがって彼らと盟約を結ぶことを願っている民の代表であるかのように装った。イスラエルの子らがどのように外見によって騙されたのか、そしてどのように、迷いと疑いの中、自分たちの間で相談して議論したものの、解決を求めてこの困難を神のもとに持って行くことに失敗したのか、私たちは知っている。その結果彼らは、友好的な同盟の印として、その古い糧食にあずかるという拘束力を持つ致命的行為に導かれたのである。


  これはみな、サタンと接近戦をしている今日の聖徒たちによってしばしば示される知恵の乏しさに関する、嘆かわしい例証である。勇気に欠けているわけでも、忠誠心に欠けているわけでもないかもしれないが、悲しむべきことに、霊的識別力に欠けているのである。そして、この特別な問題でしくじったのは、十分な知恵を得られなかったり、用いられなかったからではない。ただ、この緊急事態の襲来の中、それについて神に尋ねる時間を取らなかったからなのである。


  敵と妥協して、曖昧ではあるが原則上本質的な点で譲歩することによって、このように自分の霊的高潔さから堕落してしまう不利益に関するこのような数々の事例には、次のようなほとんど拭い難い印象が常に伴っている。すなわち、疑いか確信か、希望か恐れかのどちらかを、その場で決めなければならないかのような印象である。敵の大使たちは、言わば、理屈をまくしたて、とめどなく話し、あらゆる瞬間を活用してわれわれの目の前に彼らの古い袋、ぼろぼろの衣、すりきれた靴、かびの生えたパンを繰り出す。それは、われわれが祈り深く熟考するための時間を見つける前に、われわれの注意を引き付け、われわれの決断の機先を制するためである。このようにして、気づかぬうちに、われわれは彼らの糧食を味わうよう誘われる。その結果、われわれは手遅れになってから気付くのである。そうすることによって自分がまたもや善と悪を知る知識の禁断の木から実をもぎ取ってしまったことに、そして、サタンと妥協して神が呪われたものを惜しむという罪の中に自分が巻き込まれてしまったことに。


  三．満足の罠


  これは後の時代のイスラエル人の歴史の中に示されている。彼らは自分たちが勝利者であること、そして自分たちの敵が被征服者であることに、あまりにも慣れきってしまった。そのため、彼らは気晴らしを見つけ、絶え間ない戦いをやめて、神の命令に従って良き地を部族間で分配した。しかしこうしたすべてのことにより――それは信仰の壮大な行為であり、神に是認されていたのだが――彼らは油断して停滞と優柔不断という罪の中に陥った。霊の中で始まったのに、肉の中で終わったのである。というのは、所有と繁栄の意識によって彼らが征服されてしまったのを、われわれは見いだすからである。彼らは完全な所有の実現よりも、その権利で満足してしまった。神の諸々の約束をことごとく実現するために出て行かないことに対する、彼らの現状に甘んじた言い訳は、恥ずべき子供じみたものだった。「カナン人は」と彼らは言った。「鉄の戦車を持っており、山々には要塞があります。彼らはこの地にとどまるでしょう！」。それでイスラエルの子らは間もなく、敵の存在に耐えて我慢すること、その人間的必然の中で黙従することを学んだ。根絶する代わりに、贈り物を受け取ることによってである。ヨシュアの英雄的抗議にもかかわらず、これがことごとく起きたのである。彼は叫んだ、「あなたたちはいつまでぐずぐずしていて、あなたたちの父祖の神である主があなたたちに与えてくださった地を所有しに行かないのか？」。彼の預言的言葉がどんな悲惨な成就を迎えたのかは、良く知られている。彼らが大目に見た敵たちは彼らの脇腹のトゲとなり、彼らを背教に招き、神の懲罰を招いたのである。


  上述したことはみな、クリスチャン生活と奉仕において最も進んでいる人々の何人かの事例に、霊的に適用できるのは明らかである。そのような人々は特に満足の罠に陥りやすい。神によって定められた分野での成功に長く慣れ親しんだ後、彼らは徐々に、無意識ではあるが、奉仕の小さな点に敵が存在するのを許すことに慣れてしまう。部分的征服と神のための自分の働きの一定の成功により、自己満足がつのってゆく。そして彼らは、四方を征服する試みに関して、また継続的勝利の代価である永遠の用心を維持することに関して、みるみる怠慢かつ怠惰になる。彼らは自分自身の弱さや生来の欠点により、霊的カナン人、「主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち」が、ここかしこに、避難用の要塞を保つのを許す。彼らは勇敢に立ち向かう代わりに、敵の鉄の戦車――それを敵は必死の抵抗のために取っておいたのである――を避け、敵の力を抑えることで自分の良心を満足させる。これをすべて、嘆かわしいことに、多くのクリスチャン戦士たちは遥かに多く経験しているのではないだろうか？神は彼らに奉仕と報いという部族的所有を割り当てて、彼ら自身も表向きはその中に入ったのだが、それをすべて敵から奪うことに失敗しているのである。そして今日のイスラエルは、これらの霊的カナン人、暗闇の悪の勢力が、多くのラオデキヤ的方法、過ち、背教によって、なんという脇腹のトゲになってしまったのかを、痛ましいほどわかっているのではないだろうか？


  まとめると、この章の要点として、少なくとも二つの点を挙げることができる。第一に、クリスチャンが自分の敵――この世、肉、悪魔――から逃れることを目論むどの段階においても御座の生活の必要性は明らかである一方で、クリスチャンがそれらの敵の征服に取りかからないかぎり、御座の生活を完全には理解できないのである。第二に、征服を経験するにあたっては、その必要性が絶えずますます不可欠になっていくのである……。


  



  第六回 御座の力における人の側の要素


  
    このメッセージは一九二七年に出版された「勝利者」誌の第四号に掲載されたものです。
  


  われわれの御座の力に必要不可欠な人の側の要素は信仰である。われわれの信仰が必要不可欠である。なぜなら、全能者が協力を保証してくださっているのは、信仰の単純さに対してのみだからである。聖書の理想的信仰――きわめて偉大な尊い諸々の約束がそれに応じようと待ち構えている――は、常に柔和で単純である一方で、とても大胆でもある。


  御座の力が示される方法


  御座の力が信仰を通して表されるのは少なくとも二つの方法による。その姿勢によって、あるいは、その言葉によってである。


  第一に、その姿勢に関して。働く姿勢や待つ姿勢がありうる。場合に応じて、いずれかの姿勢が御座の力に対して自然なものになる。神の命令により、何かを直ちに成し遂げなければならない時や、何らかの障害物をすぐに取り除かなければならない時は、働く姿勢を取ってしかるべきである。待つ姿勢は辛抱強く忍耐しているときに受け入れるものであり、働きのための神の時が来ていない時か、あるいは、その時が過ぎ去った後、その結果がかなり遅れている時である。


  試練は御座の信仰を行使するのにふさわしい領域である。「信仰は常に試されるが、不信仰は決して試されない」。ある機会が信仰に訪れなければならない。それは困難に直面して行動・忍耐する機会、働きや待つことによって成し遂げる機会である。証明するために、へブル書の十一章に向かうことにしよう。そこに見いだされる、信仰の力に対する証し人たちの不滅の名はみな、二つの見出しの下に分類できる。働いた証し人たちの名と、待った証し人たちの名である。ある結果の原因としてではなく契機として信仰を見るとき、この分類は、これらの尊敬すべき人たちはみな信仰を同じように活用したこととつじつまがあう。植える働きをするパウロにせよ、水を注いで待つアポロにせよ、どちらにしても神が成長させるのである。


  へブル書のこの章に示されている、信仰による御座の力のこれらの姿勢の結果のいくつかに注意せよ。彼らは「数々の王国を征服し、義を行い、諸々の約束を受け、獅子の口をふさぎ、火の勢いを消し、剣の刃を逃れ、弱い者は強くされ、戦いの勇者となり、他国の軍を退かせました。女たちは、その死者たちをよみがえらせてもらいました。他の者たちは、さらにまさった復活を受けるために、解放を受け入れずに拷問を受けました。また他の者たちは、冷酷な嘲りや鞭打ちという試練を受け、その上、縄目や投獄という試練を受けました。彼らはのこぎりで引かれ、試みられ、剣で殺され、羊の皮や山羊の皮を着て放浪し、無一物になり、悩まされ、苦しめられました――この世は彼らにふさわしくなかったのです」。


  確かに、これらの力強い勝利者たちは昔の時代に証しした。その時代は、信者の輝かしい身代わりである御方が死・復活・昇天により御座の生活の諸々の特権をすべての信者のために確実に獲得される前の時代であり、彼の勝利の御霊の降臨により彼の御力が分与される前の時代だった。しかし、「世の基が据えられる前からほふられていた小羊」の功績は未来だけでなく過去にも及ぶことを示唆するものである格別な経綸上の重複を、彼らは個人的に経験したのである。それゆえ、これらの記録が「記されたのは私たちの学びのためであり、私たちが忍耐と聖書の慰めにより希望を持つため」なのである。


  へブル書のこれらの偉人たちの信仰の武勇伝を読んで最初に思うのは、キリスト教の初期の数世紀以降、御座の力に関する姿勢について、教会はかなり逸れてしまったようである、ということである。一般的見方では、これはそうである。しかし、多くの顕著な例外に関してはそうではない。本国と海外の両方の地における、恐るべき逆境に対する目覚ましい伝道の勝利は、その働きと達成の姿勢により、御座の力の継続的現れを証しした。他方、待ちつつ忍耐する姿勢による御座の力の継続的現れに関しては、時折生じた迫害の期間に現れた英雄的忍耐の多くの事例が、申し分のない証しとなっている。


  第二に、言葉という手段によって御座の力を現わすことに対して、われわれは敬意を払わなければならない。その述べ方には二つある。信仰の祈りと、その最も高度なものである、信仰の命令である。御座の力はきわめて偉大な尊い諸々の約束を握って、これらの発言方法のいずれかを選ぶよう信仰を励ます。「あなたたちが祈りの中で信じて求めるものは何でも、あなたたちにかなえられます」。「一粒のからし種のような信仰があるなら、この山に向かって『ここからあそこに移れ』と言えば、移るでしょう。そして、あなたたちにできないことは何もないでしょう」。聖書全体にわたって、信仰の祈りが功を奏した事例が記されている。また、信仰の命令が効果的に発せられたのは、それよりわずかに少ないだけである。旧約聖書では、モーセ、ヨシュア、エリヤ、特にエリシャが、例外的ではあったが、命じて神聖な結果を生じさせる力を獲得した。しかし新約聖書では、これほどの御座の力の授与が、言わば普通になる。キリストが任命された十二使徒と七十人の弟子たちは、彼の御名の中で悪鬼どもを追い出した。それはおそらく、キリストご自身の方法にならって、一言で追い出したのであろう（マタ八・十六）。パウロがテアテラで、自分のあとを叫びながらついてくる女から占いの霊を追い出したのは、一つの命令によってだった（使十六・十八）。また、当時、このような語り方が信仰にとって自然なものだったことがわかる。それで、弟子たちが「自分たちの仲間になってついてこない」と非難した人でも、それを用いて成功したのである。主は「彼に禁じてはならない」と仰せられた。しかし、この最も高度な御座の発言方法は、悪鬼憑きの事例に対するためだけのものではなかった。われわれの主はしばしばそれを用いて、他の諸々の奇跡を行われた。また、疑いなく、使徒ペテロはこうして宮の美しの門で足なえの人を回復させ（使三・六）、パウロも同じような方法でルステラで足なえの人を回復させた（使十四・十）。同様にしてパウロ自身も、弟子のアナニヤの言葉で視力を回復してもらった（使二二・十三）。さらに、ペンテコステの日に与えられた霊の賜物の豊かさから見て、御座の発言のこの方法により、それに対応する結果がしばしば生じたことに疑いの余地はない。


  今は依然として聖霊の経綸である。われわれの体は聖霊の宮である。その内住により、われわれは一つ御霊から飲み、一つからだに結ばれた。そのかしらは王座についたキリストであり、キリストは「昨日も今日も永遠に同じ」御方である。その御名の中で、われわれは神の住まいのために、御霊を通して、共に建造される。備えの状況は同じままであり、もし経験が異なるなら、それは信仰の欠如のためである。そして、この御座の言葉のこれらの方言――信仰の祈りと信仰の命令――は両方とも、この経綸の終わりまで、教会によって用いられるべく定められている。これはマルコ十一・二二～二六の節を調べれば明らかである。この個所では、その双方が密接につながっていることがわかる。


  「そこでイエスは彼らに答えて言われた、『神を信じなさい。まことにわたしはあなたたちに言います。だれでもこの山に向かって、動いて、海の中に入れと言い、そして心の中に疑いを抱かず、自分の言ったことは必ず起きると信じるなら、何でもその言ったとおりになります。』」


  「ですから、わたしはあなたたちに言います。あなたたちが祈る時に願うものは何でも、すでに受けたと信じなさい。そうすれば、あなたたちは得ます。」


  「また、あなたたちが立って祈る時、だれかに対して何か恨み事があるなら、赦してあげなさい。それは、天におられるあなたたちの父もまた、あなたたちの咎を赦してくださるためです。」


  懸案の問題の証拠である以下の点に注意せよ。


  第一に、「神を信じなさい」という命令では、彼らが持つよう命じられているのは明らかに御座の信仰である。なぜなら、一言の命令によっていちじくの木がしおれるのを彼らは目撃したばかりだったからであり、また、奇跡に関するペテロの論評はこの御言葉を示唆していたからである。次にまた、この御言葉は文字どおりには「神の信仰を持ちなさい」である。これは、ベンゲルが述べているように、「神を持っている人々が持つべきもの」であり、われわれの主ご自身がまさに行使されたものである。


  第二に、ここでは、信仰の中で命じる特権を経験することを使徒たちは完全に許されているだけでなく、信仰の中で祈る特権をも許されている。これらの信仰の発言には必ず結果が続く、という約束も同様に明確である。


  第三に、ここでは使徒たちだけに直接語られているが、それでもわれわれの主のこれらの一連の御言葉は、使徒たちを通してすべての信者に宛てられている。これは二つの点を考えれば明らかである。第一に、「あなたたちの中のだれでも」ではなく、「だれでも（中略）と言い（中略）そして心の中に疑いを抱かず」と述べられている。これは広範な聖書的「だれでも」の部類の一つに属しており、聖霊によってイエスを主と呼ぶよう教わったすべての人に適用できる。つまり、神から生まれたすべての人に適用できる。また、緊急時における、その積極的な個人的適用は、結果について心に疑いを抱かない類の人々だけに限られる。その誤った適用の例、すなわち、再生されていない人がそのような御座の発言を試みた例が、使徒行伝十九・十六に記録されている。その箇所によると、悪鬼に憑かれた人が話し手に反撃・襲撃したのである。


  しかし、キリストの御言葉はすべてのクリスチャンに一般的に適用できることは、次の点を考慮してもわかる。すなわちキリストは、信仰の祈りが持つこれらの素晴らしい可能性に関する保証を、祈る時には赦しの霊を持つ必要があるという勧めと、直接結びつけられたことである。このような勧めを、疑いなく、われわれは自分自身に親しく適用することができる。祈りの際の赦しに関するこの命令は、祈りの際の信仰に関する保証と同じく、直接的には使徒たちに宛てられているが、それは彼らが特別な使徒的能力を持っていたからではなく、クリスチャンを代表していたからにすぎない。さて、祈りの際の赦しに関するこの勧めの適用をためらうことは、われわれのだれにもできない。そうである以上、祈りの際の信仰に関するこの励ましの適用を、どうしてためらう必要があろうか。そして、「祈るとき信じよ」というこの点について適用するのを――ほとんどのクリスチャンがためらわないように――われわれもためらわない以上、驚きのあまり唖然として、どうしてさらなる適用――つまり、「命令するとき信じよ」という同類の励ましに関して――をたじろぐ必要があるだろうか？ただし、もちろん、神に栄光を帰す機会を選ぶ聖霊の支配権を認めることが必要である。


  マルコによる福音書のこの節に関するこの見解、すなわち、「祈りの際の御座の信仰はわれわれの共通の遺産である」という見解を確かめるために、ヤコブの手紙五・十四～十八から導かれる同様の推論と比較せよ。この使徒が、祈りの力の例として、エリヤの例――エリヤは旱魃と雨のために交互に祈った――を挙げることにより、「病人の回復のために勝利の祈りをささげよ」というわれわれに対する彼の励ましを、どのように裏付けているのかに注目せよ。また、次の事実が強調されていることにも注意せよ。すなわち、彼がこのように効果的に祈った時、彼は他の人々よりも義人だったわけではなく、「私たちと同じような心情」の人だったのである。


  しかし、マルコによる福音書の十一章の節に戻ることにしよう。この特権の一覧では、われわれはまず、言わば王座の間の内側に、まさに至聖所の中に居てしかるべきである、とどれほど見なされているのかに注意せよ。そこに、祭司である信者として、われわれは出入りし、ケルビムの間にある恵みの座からの御声を聞く。御声が語ると、それは成る。「動いて、海の中に入れ」と命じると、それは堅く立つ


  次にわれわれは出て来て、言わば聖所の中に入る。金の祭壇で祈るためにその部屋の中に入る。「あなたたちが祈る時に願うものは何でも」。


  それから、最後にわれわれは正規の幕屋の外に出て、外庭の中に入る。そこでわれわれは諸々の罪の赦しを受ける――「天におられるあなたたちの父もまた、あなたたちの咎を赦してくださるためです」。


  「自分自身を清めるために、あるいは、他の人々を清める兄弟としての奉仕のために、時々外庭を再訪する必要があるせいで、祭司である信者としての自分の不可侵の権利――裂かれた幕を通って御座の区域に入る権利――は失われた」と思わないようにしようではないか。


  むしろ、この節に関する別の比喩的絵図に向かって、それを山の景色と呼ぼうではないか。われわれがどのように山頂から始めるのかに注意せよ。


  「神を信じよ」。ここではシェキナの雲がわれわれを取り巻いている。しかし、弟子たちは変貌の山で「雲の中に入った」時、恐れて困惑したが、われわれはそうしないようにしようではないか。


  「だれでもこの山に向かって（中略）と言い」云々。ここでわれわれは雲の中の御声に耳を傾ける。そこは依然として山頂である。


  「あなたたちが祈る時（中略）すでに受けたと信じなさい」。今や、われわれは山腹を途中まで降りてきて、嘆願という高原の高みから可能性という景色を眺める。


  「あなたたちが立って祈る時（中略）赦してあげなさい」。今や、われわれは山の麓の平原にいるわれわれの仲間たちの間にいる。そして確かに、下界で日常の諸問題、誘惑、試みに囲まれている間、変貌を目撃した後の弟子たちと同じように、われわれの山上での経験を試すために、悪鬼的勢力の何らかの実例が必要になる。


  信仰の小径のこの順序――それは神と共なるわれわれの地位から始まって、われわれ自身、われわれの仲間たち、われわれの困難を伴うわれわれの境遇へと下って行く――は神の考えであって、人の考えではない。われわれの不信仰はこの順序を覆す。神は、その恵みにより、われわれのことを御子の御業の功績によって天上でご自身の右の座についているものと、まず見なしておられる。しかし、ああ、あまりにも多くの時、われわれの不完全な経験のせいで、これほどの慰めと優位性が台無しになってしまうのである。そして神の見方の代わりに、われわれは自分のことを山の麓にいる信者と、まず見なしてしまう。そして次に、登るために努力・奮闘するのである。これはなんと要らぬことか。このようにきわめて偉大な尊い約束を通して、われわれは神聖な性質にあずかる者となっているからである（二ペテ一・四）。


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著作権をつけないでください。
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